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介
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近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
家
族
機
能
の
変
化
、
そ
し
て
地

域
社
会
の
変
容
な
ど
地
域
の
「
つ
な

が
り
」
や
「
支
え
合
い
」
が
希
薄
化

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
的
支
援
を
必

要
と
す
る
対
象
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
不
況
や
雇
用
情
勢
の

悪
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民
生
活

に
不
安
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域

に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
は
量
的
に
も

質
的
に
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ

な
い
制
度
の
谷
間
に
あ
る
福
祉
課
題

も
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
も
と
、

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体
」

と
し
て
、
福
祉
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
、
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
団
体
及

び
行
政
等
関
係
各
機
関
と
連
携
、
協

働
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
関
連
の
指
定
事

業
所
と
し
て
は
、
介
護
保
険
法
改
正

や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
の

動
き
に
注
視
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
努
め
、
市
民
が
安
心

し
て
介
護
が
で
き
る
在
宅
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
経
営

安
定
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
く

た
め
に
、
法
人
運
営
の
あ
り
方
を
検

討
し
な
が
ら
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

平
成
23
年
度
は
次
の
重
点
目
標
を
掲

げ
、
各
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

1 法人運営の基盤強化
2 地域福祉の推進
3 介護保険事業・障害者自立支援事業の取り組み
4 自主財源の確保
5 生活福祉資金制度における相談支援体制の充実

平成 23年度　事業計画

主な事業実施計画
Ⅰ　法人運営部門Ⅱ　地域福祉活動推進部門

①法人全体の運営
　・�組織体制の見直しに伴う諸規程の整備を行い、

指揮命令系統を明確化し、法令遵守の法人経営、
介護保険事業経営を目指す。

②財務・人事管理等の組織管理マネジメント
　・�本所、支所を含めた人的交流を推進し、事務事

業の協働化と情報の共有化を推進する。
③理事会・評議員会・監事会等の開催
　・�本会を運営する重要な案件は、その都度理事会・

評議員会での審議や監事会による監査等を実施
し、その状況を広報紙、ホームページ等で公開
し、経営の透明性に努める。

④本所・支所施設の管理運営
　・�指定管理を受けている志布志市健康ふれあいプ

ラザ（本所）、志布志市市民センター（有明支所）、
志布志市老人福祉センター（松山支所）、志布
志市老人憩の家（松山支所）を社会福祉協議会
の活動拠点とし、地域に開かれた交流施設とし
て、市民に親しまれる施設となるように健全な
管理運営に努める。

⑤社協会費の効率的運用
　�　本会の活動の趣旨に賛同していただいた市民、
団体、法人等の会員加入促進を図り、会費の使途
については、会員の期待に応えるよう効果的に運
用し、事業実績等を会員に情報公開していく。

①福祉のまちづくり事業
　・地域福祉推進事業の推進
　・住民ニーズ調査の実施（アンケート調査）
②近隣福祉ネットワーク活動の推進
　・近隣福祉ネットワーク会議の開催
　・地域福祉システムづくり推進会議の開催
　・ネットワーク協力員研修会
　・地区社協ネットワーク推進会議への参加
　・緊急連絡カードの配備
　・地域福祉支援システムによる情報の一元化（本所・各支所）
　・一人暮らし高齢者の集いの開催支援
　・地区社協（校区公民館）との連携強化、運営費助成
②ボランティア活動センター事業
　・一般ボランティア育成講座
　・教職員ボランティア育成講座
　・ワークキャンプ事業（サマーボランティアスクール）
　・福祉作文・絵画コンクールの実施
　・ボランティアまつり（ボランティア推進大会）の開催
　・災害時の救援ボランティア活動に伴う関係機関、団体との連携
③共同募金運動への協力
　・志布志市共同募金委員会の設立
④日本赤十字事業への協力
⑤福祉団体への支援

基

重

本
方
針

点目標
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平成 23年度　一般会計予算

Ⅲ　福祉サービス部門Ⅳ　在宅福祉サービス部門
①相談機能の充実
　・心配ごと相談所の設置（志布志本所、有明・松山支所）
　・心配ごと相談員研修の実施
　・�福祉サービス苦情受付、解決窓口の開設、第三
者委員による解決体制の確立

②福祉サービス利用支援事業
　・専門員設置による円滑な事業推進
　・福祉サービス利用支援員への指導援助
　・県社協、各関係機関との連携
　・各事業所へのサービス利用の周知強化

③各種資金貸付事業
　・生活福祉資金貸付事業
　・法外援護資金貸付事業
　・生活福祉資金及び法外援護資金償還督励

④研修、教育
　・職場内研修の実施
　・外部研修への積極的参加
　・社会福祉実習の積極的受け入れ

①高齢者対策事業
　・一人暮らし高齢者の集い開催支援事業（地区社協）
　・敬老訪問の実施（白寿、100歳以上）
　・金婚式の開催
　・認知症サポーター養成講座
②在宅支援事業
　・寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
　・介護者相互交流事業（介護者交流会）
　・高齢者等への歌の宅配事業（有明地区）
　・福祉機器（特殊寝台、車イス）貸与事業
③障害者支援事業
　・障害者自立支援事業への取り組み
　・障がい者戸外ふれあいの 1日
④食の自立支援事業
⑤介護サービス事業の事業体制の整備
　・居宅介護支援事業（志布志・有明事業所）
　・訪問介護事業（志布志・有明事業所）
　・訪問入浴介護事業（有明事業所）
　・通所介護事業（志布志事業所）
　・介護サービス事業情報公開への対応
⑥生活支援事業の推進
　・生きがい対応型デイサービス事業（志布志事業所）
⑦サービスの質の向上
　・ケアマネジメントの質の向上
　・福祉サービス苦情相談窓口の設置
　・資格取得による質の高いサービスの提供

収 入
260,452 千円

（単位：千円）

支 出
260,452 千円

（単位：千円）

人件費
174,107,000

67%

事業費
30,306,000

12%

当期末支払資金残高
26,302,000

10%

予備費
1,000,000

0%その他
6,770,000

2%

負担金
92,000

0%
助成金

1,784,000
1%

事務費
11,987,000

5%

会費
2,465,000

1% 寄附金
4,480,000

2%

補助金
60,010,000

23% 助成金
655,000

0%

受託金
26,414,000

10%
事業収入
818,000

0%

共同募金配分金
7,646,000

3%
負担金

8,352,000
3%

介護保険
90,013,000

35%

前期末支払資金
40,000,000

15%

その他
5,044,000

2%

自立支援費等
14,034,000

6%

受取利息配当金
157,000

0%

雑収入
364,000

0%

積立預金取崩
0

0%

共同募金配分金事業費
7,882,000

3%

積立預金積立支出
42,000

0%固定資産取得支
出及び繰入支出

180,000
0%



ボランティアセンター便り

輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

輪 市多 のボランティア
「
味
が
薄
く
は
な
い
？
」

「
こ
れ
が
普
通
の
味
で
す
よ
」

「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
の
は
塩
分
が
多

い
の
か
な
」

　

３
月
22
日
に
松
山
町
で
行
わ
れ
た
、

新
橋
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
（
大
迫
チ
ヅ

子
民
生
委
員
ほ
か
４
名
）
と
新
橋
第
三

老
人
ク
ラ
ブ
（
大
迫
光
雄
会
長
）
の
合

同
料
理
実
習
で
の
風
景
で
す
。

　

新
橋
第
三
老
人
ク
ラ
ブ
は
毎
月
一
回

サ
ロ
ン
を
兼
ね
て
松
山
町
憩
い
の
家
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の
談

話
が
き
っ
か
け
で
、
今
回
初
め
て
合
同

料
理
実
習
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

新
橋
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
員
の
声
。

「
大
先
輩
の
お
母
さ
ん
達
と
の
料
理
実

習
は
、
誰
が
生
徒
か
先
生
か
わ
か
ら
な

い
う
ち
に
美
味
し
い
昼
食
が
で
き
て
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。」

　

お
互
い
の
交
流
に
も
な
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
も
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
る
方
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
お
考
え
の

方
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

  

・
志
布
志
本
所 

☎ 

４
７
２
―
１
８
０
０

  

・
有
明
支
所 

☎ 

４
７
４
―
０
３
１
０

  

・
松
山
支
所 

☎ 

４
８
７
―
２
０
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
紹
介

『
新
橋
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

〜
志
布
志
地
区
サ
ロ
ン（
志
布
志
町
）〜

　

今
回
は
「
志
布
志
地
区
サ
ロ
ン
（
志

布
志
町
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

志
布
志
地
区
公
民
館
で
月
１
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、
10
名
前
後
の
参
加
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
と
社
協
職
員
１
名

で
運
営
さ
れ
て
、
昨
年
10
月
に
立
ち
上

が
り
活
気
の
あ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

　

こ
の
日
の
流
れ
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

と
講
師
を
招
い
て
の
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ

た
体
操
で
、
講
師
と
と
も
に
、
実
際
に

か
ら
だ
を
動
か
す
も
の
で
、
声
を
出
し

な
が
ら
呼
吸
を
大
切
に
し
、
自
分
の
体

調
に
合
わ
せ
な
が
ら
行
う
の
で
、
身
体

に
優
し
く
快
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
参
加
者
も
「
気
持
ち
が
い
い
。
家

で
も
簡
単
に
で
き
る
」
と
の
言
葉
も
聞

こ
え
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
参
加
者
か
ら

は
、「
こ
こ
に
来
る
こ
と
で
人
と
語
ら

い
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
最
高
で
す
」

や
「
出
か
け
る
前
に
は
、
お
っ
く
う
な

時
も
あ
る
が
、
出
て
く
る
と
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。
ま
た
、「
友
達

に
も
、
話
し
を
し
て
一
緒
に
参
加
し
て

い
い
だ
ろ
う
か
」
と
訊
ね
る
参
加
者
も

お
り
、
地
域
に
段
々
と
浸
透
し
高
齢
者

の
集
う
場
と
し
て
の
市
民
権
も
得
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
笑
顔
が
と

て
も
素
敵
な
サ
ロ
ン
で
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
し
ま
す
。

ヨガ体操を真剣に。

みんなで食べるとおいしい♪
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今
回
は
、
梅
の
調
理
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々
な

情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
梅
酒

　

・
青
梅
…
１
Ｋ

　

・
氷
砂
糖
…
５
０
０
ｇ
～
１
Ｋ
ｇ

　

・
焼
酎
…
１
．
８
ℓ

　
　
（�

焼
酎
は
好
み
で
、
35
度
で
も
25
度

で
も
よ
い
。
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
で
も
よ
い
。）

　

1��

梅
は
よ
く
洗
っ
て
水
気
を
切
り
、

ヘ
タ
を
竹
串
等
を
使
っ
て
取
る
。

　

2��

広
口
瓶
に
梅
を
入
れ
、
氷
砂
糖
を

の
せ
焼
酎
を
注
ぎ
入
れ
る
。

　
　

※�

約
３
ヵ
月
経
て
ば
飲
み
頃
で

す
。
青
梅
は
６
ヶ
月
か
ら
１
年

半
で
取
り
出
し
、
別
に
保
存
し

て
下
さ
い
。

◎
梅
ジ
ャ
ム

　

・
梅
（
黄
色
く
な
っ
た
梅
）

　

・
砂
糖
…
梅
の
４
分
の
３
位
の
分
量

　

1��

梅
は
よ
く
洗
い
、
実
を
切
っ
て
種

を
取
り
出
す
。（
こ
の
時
の
分
量

を
計
っ
て
お
く
）

　

2��
梅
を
鍋
に
入
れ
、
か
ぶ
る
く
ら
い

の
水
を
加
え
て
火
に
か
け
、
沸
騰

後
十
分
ぐ
ら
い
煮
る
。

　

3��

水
煮
し
た
梅
は
、
熱
い
う
ち
に
裏

ご
し
す
る
（
つ
ぶ
し
て
も
良
い
）

　

4��

裏
ご
し
し
た
梅
を
鍋
に
戻
し
、

計
っ
て
お
い
た
砂
糖
を
加
え
、
強

火
で
５
～
６
分
煮
つ
め
る
。

　

・�

煮
沸
消
毒
し
た
熱
い
ビ
ン
に
熱
い

ジ
ャ
ム
を
入
れ
、
消
毒
し
た
ふ
た

を
し
て
保
存
す
る
。

今
回
の
特
集
　『
梅
』

よ
く
い
や
ん
せ

まっ材
料

材
料

保
存
方
法

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

新
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま
し
て
、
川
柳
・
短

歌
・
俳
句
を
通
じ
て
、
今
以
上
に
幅
広

い
年
齢
層
の
市
民
に
福
祉
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、広
く
福
祉
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
た
く
、
募
集
致
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集
要
項
に

て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
総
数
に

応
じ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・ 

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
町
名
を

記
入

　
・ 

一
人
２
作
品
ま
で

　
・ 

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
※
電
話
に
よ
る
応
募
は
致
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
23
年
６
月
10
日
㈮
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
23
年
７
月
26
日
発
行

　

 「
さ
さ
え
あ
い
」
第
33
号
に
掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』

募
集
し
ま
す
。

〒 899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：

info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会

（志布志市健康ふれあいプラザ内）

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
分
の
住
む
ま
ち

（
地
区
）
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら

将
来
、
笑
顔
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
方
法
を

探
る
た
め
、｢

地
域
福
祉
推
進
事
業｣

を
進
め
て

お
り
、
松
山
町
泰
野
地
区
を
指
定
し
、
地
域
住

民
の
１
４
０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
が
高
い
と
こ
ろ

の
電
球
交
換
等
が
で
き
な
い
と
い
う
結
果
か
ら
、

地
区
民
生
委
員
・
郡
電
気
商
会
・
園
田
電
気
工

事
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
の
電
気
無
料
点
検
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
無
料
点
検
で
は
、
地
域
の
困
り
ご
と

を
地
域
の
手
で
解
決
を
し
て
い
く
力
を
発
揮
し

た
活
動
で
あ

り
、
今
後
も
、

地
域
相
互
の
支

え
あ
い
活
動
と

し
て
継
続
発
展

し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

地
域
を地

域
で
支
え
る

「
共
助
」
活
動

～
泰
野
地
区
電
気
無
料
点
検
活
動
～

■ 2011. ５（5）



・
人
口
総
数�

１
，
６
６
３
名

・
65
歳
以
上
の
人
口�

５
２
４
名

・
高
齢
化
率�

３
１
．
５
％

	
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　

私
達
、
志
布
志
区
地
区
社
協
で
は
、

大
人
か
ら
子
供
達
ま
で
参
加
で
き
る
活

動
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

は
、
多
く
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
二
つ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
「
集
い
」
を
始
め
て
、
昨
年
で

20
回
と
い
う
回
数
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
一
重
に
地
域
の
民
生
委
員
、

自
治
会
長
、
女
性
部
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
こ
れ
ま
で
続
け
て
参
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
の
諺
の
と
お
り
会

が
終
わ
り
に
な
り
、
参
加
し
て
下
さ
っ

た
方
々
の
「
ま
た
、
来
年
を
楽
し
み
に

来
ま
す
か
ら
ね
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、

今
日
ま
で
続
け
る
事
が
出
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

他
の
校
区
の
方
々
と
ほ
と
ん
ど
一
緒

の
会
の
内
容
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
別

な
事
は
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
高
齢
者
の
方
々
に
い
か
に
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
そ
れ
だ
け
で
す
。

　

50
分
か
ら
１
時
間
、
講
演
の
時
間
を

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
も
多
彩
な

も
の
に
な
り
ま
す
。
毎
年
同
じ
も
の
を

す
る
わ
け
に
ま
い
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時

に
は
、
関
係
者
が
集
ま
り
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
講
演
者
を
決
め
ま
す
が
、
こ

れ
が
一
番
の
苦
労
の
種
で
す
。

　

後
の
２
、３
時
間
は
踊
り
や
歌
等
で
終

わ
り
に
し
ま
す
が
、
終
わ
り
ま
で
席
を

立
つ
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

　

最
後
は
、皆
で
踊
り
「
又
会
い
ま
し
ょ

う
」
を
言
っ
て
終
わ
り
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
が
、
ま
た
力
を
与
え
て
く
れ

て
来
年
も
頑
張
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
社
協
の
「
き
も
入
り
」

で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
日
も
浅
い

の
で
こ
れ
は
と
言
う
実
績
は
作
っ
て
い

ま
せ
ん
。
13
～
15
人
ぐ
ら
い
の
独
り
暮

ら
し
で
、
健
康
な
方
々
の
集
ま
り
で
す
。

　

毎
月
の
第
４
金
曜
日
に
、
午
前
中
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
昔
話
し
な
ど
し
て

楽
し
い
一
刻
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
だ
ん
だ
ん
内
容
に
も
変
化
が

あ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。	

　
（
会
長　

木
村　

辰
美
）

・
人
口
総
数�

１
，
８
１
０
名

・
65
歳
以
上
の
人
口�

５
３
２
名

・
高
齢
化
率�

２
９
．
４
％

	

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　

私
達
有
明
地
区
社
協
は
、
敬
老
会
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、
校
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
、
幅
広
い
年
代
層
に
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
様
々
な
交
流
が

図
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

７
月
と
10
月
に
小
学
生
か
ら
65
歳
以

上
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と

し
た
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
２
チ
ー
ム

と
合
わ
せ
て
３
０
０
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
り
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
普
段
、

あ
ま
り
交
流
の
場
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
笑

顔
に
な
る
様
子
は
と
て
も
心
が
癒
さ
れ

る
も
の
で
す
。
今
後
と
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
有
明
地
区
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
に
も
声
を
か
け
実
施
し
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
劇
団
上
迫
一
座

（
10
名
）
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
で
一
時
間

以
上
も
会
場
を
沸
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。　
　

　

こ
う
い
っ
た
集
い
を
通
じ
て
、
そ
の
時

に
初
め
て
出
会
っ
た
方
々
も
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
全
員
知
っ
て

い
る
、
顔
見
知
り
だ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
の
安
否
確

認
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
繋
が
っ
て

い
け
た
ら
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
会
長　

森
重　

晃
一
）

地区社協だより 小地域で福祉活動を展開する
地区社会福祉協議会を紹介します。

志
布
志
区
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

（
志
布
志
町
）

有
明
地
区社会

福
祉
協
議
会

（
有
明
町
）

高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
の
集
い
（
独
り
暮
ら
し
の
方
も
含
む
）

「
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
生
き
生
き
」
サ
ロ
ン

皆さんと一緒になって踊り、楽しみました (^O^) ／

「高齢者の集い」にて（H22.11/7　開催）

昼食会
「ふれあいの集い」にて（H22.10/31 開催）

素晴らしい思い出に 会場は爆笑 !! これぞ名人芸

「
有
明
地
区
敬
老
会
」
の
開
催

2011. ５ ■ （6）
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３
月
11
日
、
宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源

と
し
た
、
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
の

発
生
に
よ
り
、「
東
日
本
大
震
災
」
で
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
対

し
、
深
く
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
震
災
直
後
、
早
急
な
対
応

と
致
し
ま
し
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
各
支
所
に
義
援
金
窓
口
・
義
援
金

箱
を
設
置
し
、
併
せ
て
市
役
所
本
庁
各

支
所
へ
も
義
援
金
箱
の
設
置
を
致
し
ま

し
た
。

　

多
数
の
市
民
の
方
々
や
各
自
治
会
、

学
校
や
生
徒
会
、
法
人
事
業
所
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
よ
り
、
３
月
14
日
㈪

か
ら
５
月
17
日
㈫
の
間
、
多
く
の
義
援

金
を
受
け
付
け
、
随
時
日
本
赤
十
字
社

鹿
児
島
県
支
部
へ
送
金
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
義
援
金
の
受
付
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
本
所
各
支
所
に
て
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

•

志
布
志
地
区
受
付

・
株
式
会
社　
ヘ
イ
ワ

・ 

平
成
22
年
度
志
布
志
市
自
主
文
化
事
業
志
布
志
寄
席

桂
竹
丸
・
桂
平
治
二
人
会　
来
場
者
一
同

・
平
成
19
年
度
卒
宇
都
中
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

・
志
布
志
市
体
育
指
導
委
員
会

・
志
布
志
町
消
防
後
援
会
連
絡
協
議
会

・
株
式
会
社　
平
和
緑
地

・
株
式
会
社　
平
和
緑
地
従
業
員
一
同

・
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
志
布
志　
㈱
ホ
ン
ダ
大
隅

代
表
取
締
役　
谷
一
成

・
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
志
布
志
社
員
一
同

・
駅
前
市
場
運
営
委
員
会

事
務
局
長　
宮
原
一
義

・ 

平
成
22
年
度
志
布
志
市
自
主
文
化
事
業
劇
団
四
季

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
エ
ル
コ
ス
の
祈
り　
来
場
者
一
同

・
片
野
自
治
会

・
志
布
志
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
会
長　
桑
原
直
代

・
石
山
電
工
㈲　
代
表
取
締
役　
石
山
茂
樹

・
野
神
小
学
校　
卒
業
生
一
同

・
花
遊
膳

・
志
布
志
サ
イ
ロ
㈱
社
員
一
同

・
若
浜
自
治
会

・
南
清
水
自
治
会

・
志
布
志
市
退
職
校
長
会

・
上
大
久
保
自
治
会

・
有
明
べ
ぶ
ん
こ
会
（
関
東
・
関
西
・
鹿
児
島
）

・
九
州
ハ
ー
ネ
ス
㈱

・
天
神
自
治
会

・
武
光
夫

・
㈱
山
下
回
漕
店

・
樋
渡
秀
則

・
宮
内
機
械
㈲
社
員
一
同

・
志
布
志
市
校
区
公
民
館
長
会
一
同

・
市
社
協
役
員
一
同

・
五
ヶ
丘
自
治
会

・
稲
付
利
昭

・
㈱
Ｆ
Ｂ
Ｓ
伊
藤　
伊
藤
誠
二

・
島　
實

・
西
穂
成
自
治
会

・
志
布
志
地
区
畜
産
品
評
会

・
松
山
地
区
畜
産
品
評
会

・
有
明
地
区
畜
産
品
評
会

・
大
山
病
院
職
員
一
同

・
八
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
志
布
志
小
学
校

・
冨
山
達
次

・
隈
元
勝
義

・
隈
元
シ
ゲ
子

・
志
布
志
市
職
員
互
助
会

・
徳
田
弘
美

・
金
屋
自
治
会

・
香
月
小
学
校　
平
成
22
年
度
卒
業
生

・
あ
め
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

・
潤
ヶ
野
長
寿
会

・
志
布
志
市
造
園
建
設
業
協
会

・
新
町
３
丁
目
自
治
会

・
四
浦
公
民
館

・
大
迫
美
和
香

・
益
倉
自
治
会

・
別
府
自
治
会

・
西
山
ノ
口
自
治
会
（
有
明
町
）

・
駅
通
り
自
治
会
（
松
山
町
）

・
志
布
志
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

・
が
ん
が
ら
会

・
中
方
限
小
組
合
（
有
明
町
）

・
中
央
自
治
会
（
有
明
町
）

・
久
木
迫
自
治
会
（
有
明
町
）

・
通
山
高
砂
長
寿
会

・
志
布
志
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

・
大
諏
自
治
会

・
夏
井
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

・
曽
於
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議
会

・
㈱
南
建
設

・
下
通
山
楽
生
会

・
中
川
運
輸
㈱
志
布
志
警
備

・
中
川
運
輸
㈱
志
布
志
営
業
所

・
鹿
児
島
堀
口
製
茶
㈱
和
香
園

代
表
取
締
役　
堀
口
泰
久

・
支
え
る
会　
会
長　
又
木
道
二

・
㈲
又
木
ガ
ー
デ
ン

・
志
布
志
市
立
有
明
中
学
校
生
徒
会

・「
志
布
志
の
日
」
会
場
義
援
金
箱

・
下
大
性
院
自
治
会

・
中
野
榮
子

・
㈲
志
布
志
葬
儀
社

・
林
恵
子

・
蓬
の
郷

・
蓬
の
郷　
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

・
お
釈
迦
ま
つ
り
炊
き
出
し
赤
十
字
ブ
ー
ス
募
金
箱

・
宝
寿
園

・
お
釈
迦
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
野
神
小
学
校

・
若
潮
酒
造
㈱

・
東
区
公
民
館

・（
法
）
都
城
祭
り
出
店
組
合

・
お
釈
迦
ま
つ
り　
い
も
が
し
売
上
一
部

・
香
月
小
学
校

・
社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
基
準
協
会

志
布
志
支
部
会
員
一
同

・
安
楽
校
区
公
民
館

・
㈱
大
隅
衛
生
志
布
志
従
業
員
一
同

・
医
療
法
人 
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
志
布
志
中
央

ク
リ
ニ
ッ
ク　
理
事
長　
安
田　
裕
一

・
志
布
志
市
役
所
本
庁
義
援
金
箱

・
志
布
志
市
役
所
志
布
志
支
所
義
援
金
箱

・
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
義
援
金
箱

・
匿
名
（
18
件
）

•

有
明
地
区
受
付

・
十
二
支
会

・
有
明
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
な
か
よ
し
」

・
下
野
井
倉
自
治
会

・
山
重
小
学
校

・
伊
﨑
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
谷
自
動
車
産
業

・
宇
都
中
３
３
会

・
有
明
小
学
校

・
伊
﨑
田
長
寿
会

・
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
か
ぼ
ち
ゃ
部
会

・
押
切
東
サ
ロ
ン

・
通
山
自
治
会

・
通
山
自
治
会
各
班

・
重
田
自
治
会

・
志
布
志
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

・
猜
ヶ
宇
都
自
治
会

・
宮
原
孝
雄

・
押
切
西
自
治
会

・
押
切
東
自
治
会

・
大
口
光
男

・
市
市
民
セ
ン
タ
ー
義
援
金
箱

•

松
山
地
区
受
付

・
丸
山　
春
雄

・
和
田　
敬
男

・
松
山
町
農
業
者
年
金
受
給
者
会　
会
長　
福
別
府
勇

・
松
山
小
学
校

・
松
山
や
っ
ち
く
会

・
あ
じ
さ
い
団
地

・
仮
屋
自
治
会
会
長　
大
迫
勇

・
大
迫　
鈴
子

・
木
曜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

・
福
永　
正
人

・
元
町
自
治
会

・
中
原　
美
利

・
上
豊
留
自
治
会

・
加
世
田
観
光
農
園

・
志
布
志
市
役
所
松
山
支
所
義
援
金
箱

・
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
義
援
金
箱

・
匿
名
（
14
件
）

東日本大震災「義援金」

３
月
14
日
〜
５
月
17
日
受
付
分

合
計
金
額 

９
、０
５
６
、９
６
２
円
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次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
23
年
3
月
1
日
か
ら

平
成
23
年
４
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

平　

和　

毛
野
孝
子　

故
司

隼
人
町　

塩
水
芳
行　

故
村
岡
孝
枝

香　

月　

谷
口
芳
郎　

故
仁
志

鳥
井
下　

濱
脇
政
子　

故
山
元
ナ
シ

横　

峯　
横
峯
ス
ズ
エ　

故
薩
志

上
大
性
院　

大
脇
雄
三　

故
一
雄

上
小
西　
福
岡
セ
ツ
子　

故
高
橋
マ
ツ
ヱ

鹿
屋
市　

外
山
英
子　

故
ス
ミ
子

片　

野　
片
川
美
代
子　

故
兼
一

横　

峯　

迫
口　

優　

故
孝
子

上　

門　

迫　

ミ
ツ　

故
義
則

橋
ノ
口　

山
下
重
雄　

故
満
里
子

六
月
坂　

倍　

和
子　

故
ハ
ル
コ

北
大
原　
山
﨑
マ
ツ
エ　

故
普

弓　

里　

岩
川
善
美　

故
海
太
郎

中　

宮　

久
保　

明　

故
タ
ル
子

新
町
２
丁
目　
北
山
キ
ミ
コ　

故
幾
盛

大
性
院　
森
屋
ヨ
シ
子　

故
睦

福
島
渡　

林
つ
ゆ
子　

故
聳

寿　

町　

有
野
勝
二　

故
シ
ヅ
カ

桜
ヶ
丘　

中
川
裕
一　

故
日
出
生

大　

諏　

竹
崎
フ
ミ　

故
吉
則

西
横
尾
下　

鶴
留
一
則　

故
美
代
子

下
大
性
院　

玉
利
愛
徳　

故
ミ
エ

安　

良　

小
屋
和
興　

故
西
元
シ
マ
子

上
出
水　
徳
重
ミ
サ
エ　

故
義
信

大
性
院　

田
中
睦
子　

故
南
繁

曙　
　
　

安
田
悦
子　

故
悦
郎

上
小
西　
川
路
ツ
ル
ヱ　

故
利
雄

下
西
谷　

岡
留
政
子　

故
玲
吉

宮　

下　

赤
田
洋
子　

故
春
美

小　

松　
吉
川
ア
ケ
ミ　

故
誠
一

猜
ヶ
宇
都　
猜
ヶ
宇
都
チ
ヱ　

故
正
兼

坪　

山　

谷
口
モ
ギ　

故
昇

野　

吉　

柿
元
幸
雄　

故
建
幸

上
肆
部
合　

宮
城
章
子　

故
健
二

川　

添　

牧　
　

茂　

故
オ
ユ
リ

東
原
中　

鳥
越
敏
子　

故
モ
モ
エ

東
原
西　

砂
川
利
信　

故
ツ
ル

宮　

下　

永
屋
雅
章　

故
ヨ
ネ

野
神
校
区　

春
田　

隆　

故
キ
ミ

蓬
原
校
区　

瀬
筒
康
子　

故
千
代
子

東
原
中　

深
見
清
治　

故
カ
ス
ミ

中
方
限　

山
重
虎
雄　

故
ス
ミ
エ

下
井
手
口　

津
曲
ユ
ミ　

故
文
夫

西
馬
場
三
区　

森
元　

満　

故
フ
ミ

内
之
野　
山
口
千
惠
子　

故
益
雄

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
生
涯
学
習
講
座	

手
づ
く
り
パ
ン
・
ケ
ー
キ

５
，
０
０
０
円

（
敬
称
略
）

・
上
志
布
志
屋
敷　

橋
野
昭
二　

　
ミ
ニ
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
・
小
物
置
台

・
一
丁
田
み
そ	

甘
酒
20
パ
ッ
ク

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

６月 ･７月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。
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３
月
29
日
に
日
本
財
団

（
競
艇
）
様
よ
り
補
助
金

を
受
け
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
賀
寿
園
で
日
産
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
リ
フ
ト
式
福
祉
車

両
（
車
い
す
対
応
車
）
を

購
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
入
居
者
様
の
送

迎
や
外
出
の
際
に
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
鹿
児

島
支
社
様
よ
り
企
業
の
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
プ
ル
タ
ブ

収
集
活
動
で
購
入
さ
れ
、
当
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
の
方
々
へ
無
料

貸
出
等
に
て
有
効
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
財
団
様

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

鹿
児
島
支
社
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福祉車両外観リフト使用時風景（車椅子昇降時）


